
    提案書評価表ていあんしょひょうかひょう

  [ 改正版
かいせいばん

 ] （案
あん

） 

項
こう

 目
もく

 基
き

   準
じゅん

 配点
はいてん

 摘
てき

 要
よう

 

 １ 就 労
しゅうろう

貢献
こうけん

要素
ようそ

       

 必須
ひっす

条 件
じょうけん

 障
しょう

がい者
しゃ

雇用率
こようりつ

が2.2％以上
いじょう

である － ※ 障
しょう

が い 者
しゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

企業
きぎょう

認 証
にんしょう

申請
しんせい

見込
みこみ

等
など

の 場合
ばあい

、

雇用率
こようりつ

は、提
てい

案
あん

書
しょ

提
てい

出
しゅつ

時
じ

の前
ぜん

月
げつ

以
い

前
ぜん

１年
ねん

間
かん

の実績
じっせき

による 
①障
しょう

がい者
しゃ

雇用率
こようりつ

 

 2.7 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

～3.6 ％
ぱーせんと

未満
みまん

 １ 

 3.6 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

～5.4 ％
ぱーせんと

未満
みまん

 ２ 

 5.4 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

～7.2 ％
ぱーせんと

未満
みまん

 ３ 

 7.2 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

 ４ 

 
②授産
じゅさん

事業所
じぎょうしょ

への優先
ゆうせん

発 注
はっちゅう

 
50万円
まんえん

以上
いじょう

～500万円
まんえん

未満
みまん

 １  

 

 

※ 障
しょう

がい 者
しゃ

就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

企
き

業
ぎょう

認
にん

証
しょう

申請
しんせい

見込
みこみ

等
など

の場合
ばあい

 

障
しょう

がい者
しゃ

雇用率
こようりつ

が2.2％以上
いじょう

で

あって 原則
げんそく

、 提案書
ていあんしょ

提 出
ていしゅつ

時
じ

の

前月
ぜんげつ

以前
いぜん

１年間
  ねんかん

実績
じっせき

があること。 

500万円
まんえん

以上
いじょう

 ２ 

③ 障
しょう

がい者
しゃ

の職場
しょくば

実 習
じっしゅう

 常時
じょうじ

受入
うけいれ

 １ 

④ 障
しょう

がい者
しゃ

の職場
しょくば

定 着
ていちゃく

 

（平均
へいきん

雇用
こよう

継続
けいぞく

期間
きかん

） 

１年
  ねん

６ヶ月
  かげつ

以上
いじょう

３年
  ねん

未満
みまん

 １ 

３年
  ねん

以上
いじょう

 ２ 

⑤授産
じゅさん

製品
せいひん

等
など

の販路
はんろ

拡大
かくだい

等
など

 

障
しょう

がい 者
しゃ

の 就 労
しゅうろう

支援
しえん

に関し
かんし

、 特
とく

に寄与
き よ

すると

認められる
みと       

取組
とりくみ

について、北 海 道 障
ほっかいどうしょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

推進
すいしん

委員会
いいんかい

に諮った
はか    

上
うえ

で、個別
こべつ

に評価
ひょうか

 

【例
れい

】 

・無償
むしょう

で授産
じゅさん

製品
せいひん

等
など

をネット
ね っ と

販売
はんばい

 

・無償
むしょう

により授産
じゅさん

製品
せいひん

等
など

の販売
はんばい

スペース
す ぺ ー す

提 供
ていきょう

 

・ジョブコーチ
じ ょ ぶ こ ー ち

の配置
はいち

 

１ 

就 労
しゅうろう

貢献
こうけん

要素
ようそ

  小 計
しょうけい

（Ａ） １０  

 ２ 技術的
ぎじゅつてき

要素
ようそ

    

 

①同種
どうしゅ

契約
けいやく

の履行
りこう

実績
じっせき

 
・申請前
しんせいまえ

３営 業
えいぎょう

年度
ねんど

のうち、２営 業
えいぎょう

年度
ねんど

以上
いじょう

において

、同規模
どうきぼ

の契約
けいやく

を履行
りこう

していること 
１ 

※業務
ぎょうむ

の遂行
すいこう

にあたり、入 札
にゅうさつ

参加者
さんかしゃ

の責め
せ  

に帰す
き  

べき、苦情
くじょう

等
など

が道
どう

に寄せられて
よ    

いないこと。 

②自主
じしゅ

検査
けんさ

体制
たいせい

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

等
など

 
・業務
ぎょうむ

内容
ないよう

に対する
たい   

自主
じしゅ

検査
けんさ

体制
たいせい

が整備
せいび

されていること １  

・業務
ぎょうむ

運 営 上
うんえいじょう

の作業
さぎょう

マニュアル
ま に ゅ あ る

等
など

が整備
せいび

されていること １ 

③業務
ぎょうむ

処理
しょり

責任者
せきにんしゃ

の資格
しかく

の有無
う む

 

・本契約
ほんけいやく

に係る
かか  

業務
ぎょうむ

処理
しょり

責任者
せきにんしゃ

が当該
とうがい

業務
ぎょうむ

に関する
かん   

資格
しかく

を有して
ゆう   

いること かつ関係
かんけい

法令
ほうれい

に定める
さだ   

責任者
せきにんしゃ

・

監督者
かんとくしゃ

等
など

が所管
しょかん

機関
きかん

に登録
とうろく

されていること 

１ 
※清掃
せいそう

業務
ぎょうむ

については、当
とう

該
がい

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が知事
ち じ

登録
とうろく

業 者
ぎょうしゃ

であること。 

④研 修
けんしゅう

体制
たいせい

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

 

・業務
ぎょうむ

内容
ないよう

に関する
かん   

職 員
しょくいん

の研 修
けんしゅう

体制
たいせい

が整備
せいび

されてい

ること 
１  

・対 象
たいしょう

業務
ぎょうむ

において、関係
かんけい

法令
ほうれい

に定める
さだ   

研 修
けんしゅう

を

受講
じゅこう

していること 
１ 

※ 清掃
せいそう

業務
ぎょうむ

については、 清掃
せいそう

従事者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

登録
とうろく

機関
きかん

か ら の

受講
じゅこう

証 明
しょうめい

を受けて
う   

いること。 

⑤苦情
くじょう

処理
しょり

体制
たいせい

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

 
・業務
ぎょうむ

内容
ないよう

に関する
かん   

苦情
くじょう

に対する
たい   

処理
しょり

体制
たいせい

が整備
せいび

されて

いること 
１  

⑥権利
けんり

擁護
ようご

への姿勢
しせい

 

【相談
そうだん

体制
たいせい

】 

【労働者
ろうどうしゃ

の賃金
ちんぎん

の水 準
すいじゅん

等
など

】 

・職 員
しょくいん

からの相談
そうだん

に関する
かん   

体制
たいせい

が整備
せいび

されていること １ 
 

・現
げん

に発 効 中
はっこうちゅう

の北海道
ほっかいどう

最低
さいてい

賃金
ちんぎん

を超える
こ   

額
がく

を支払う
しはら  

ことを誓約
せいやく

していること かつ各種
かくしゅ

社会
しゃかい

保険
ほけん

に加入
かにゅう

し、

職 員
しょくいん

の 就 業
しゅうぎょう

環 境
かんきょう

の整
せい

備
び

に務めて
つと   

いること 

１ 

⑦地域
ちいき

貢献度
こうけんど

 ・営 業
えいぎょう

拠点
きょてん

の実態
じったい

が道内
どうない

にあること １  

技 術 的
ぎ じ ゅ つ て き

要 素
よ う そ

  小 計
しょうけい

（Ｂ） １０  

技術
ぎじゅつ

等
など

評価点
ひょうかてん

  合計
ごうけい

（Ａ＋Ｂ） ２０   
   総合

そうごう

評価
ひょうか

競 争
きょうそう

入 札
にゅうさつ

制度
せいど

に係
かか

る技
ぎ

術
じゅつ

等
とう

評
ひょう

価
か

点
てん

の具体的
ぐたいてき

な改正
かいせい

内容
ないよう

 

資料
しりょう

６－５ 

・これまで「授産
じゅさん

事業所
じぎょうしょ

への優先
ゆうせん

発注
はっちゅう

」の金額
きんがく

基準
きじゅん

の設定
せってい

について、明確
めいかく

な配点
はいてん

理由
りゆう

がない。 

・「授産
じゅさん

事業所
じぎょうしょ

への優先
ゆうせん

発注
はっちゅう

」について、該当
がいとう

する認証
にんしょう

企業
きぎょう

がほとんどないため、一部
いちぶ

配点
はいてん

を見
み

直
なお

し。 

・「無償
むしょう

により授産
じゅさん

製品
せいひん

等
など

の販売
はんばい

スペース
す ぺ ー す

提供
ていきょう

」については、これまで該当
がいとう

する認証
にんしょう

企業
きぎょう

がないた

め、独立
どくりつ

した基準
きじゅん

を見直し
みなお  

、その他
た

の項
こう

目
もく

に統
とう

合
ごう

。 

・「無償
むしょう

により授産
じゅさん

製品
せいひん

等
など

の販売
はんばい

スペース
す ぺ ー す

提供
ていきょう

」と「無償
むしょう

で授産
じゅさん

製品
せいひん

等
など

をネット
ね っ と

販売
はんばい

」は、Ｈ２３

以前
いぜん

は「授産
じゅさん

製品
せいひん

等
など

の販路
はんろ

拡大
かくだい

」で同一
どういつ

の項目
こうもく

であったため、その他
  た

の項目
こうもく

に統合
とうごう

の上
うえ

、項目名
こうもくめい

を変
へん

更
こう

。 

・「その他
  た

」の項目
こうもく

について、複
ふく

数項目
すうこうもく

に該当
がいとう

してもこれまでの配点
はいてん

は最大
さいだい

２点
  てん

であったため、総合的
そうごうてき

な配点
はいてん

調整
ちょうせい

により配点
はいてん

の見直し
みなお  

。 

障
しょう

がいのある従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

の良好
りょうこう

な就 業
しゅうぎょう

環境
かんきょう

の整備
せいび

、権利
けんり

擁護
ようご

のため、各種
かくしゅ

社会
しゃかい

保険
ほけん

の加入
かにゅう

を明
めい

文
ぶん

化
か

し、配点
はいてん

を加算
かさん

。 

基
き

準内容
じゅんないよう

について、道
どう

の他
た

の入札
にゅうさつ

制度
せいど

と整合性
せいごうせい

を図る
はかる

ため、基
き

準内容
じゅんないよう

を修
しゅう

文
ぶん

。 

障
しょう

がいのある従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

が安心
あんしん

して働ける
はたら    

よう悪質
あくしつ

な事
じ

業者
ぎょうしゃ

を排除
はいじょ

するため、摘要欄
てきようらん

に条件
じょうけん

を

設定
せってい

。 

障
しょう

がいのある従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

が安心
あんしん

して働ける
はたら   

よう公的
こうてき

機関
きかん

に登録
とうろく

された正規
せいき

の責任者
せきにんしゃ

・監督者
かんとくしゃ

等
など

の設
せっ

置
ち

を明文化
めいぶんか

し、摘要欄
てきようらん

に清掃
せいそう

業務
ぎょうむ

の参加
さんか

条件
じょうけん

として、知事
ち じ

登録
とうろく

業者
ぎょうしゃ

であることを明記
めいき

。 

障
しょう

がいのある従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

のスキルアップ
す き る あ っ ぷ

のため、関係
かんけい

法令
ほうれい

に定める
さだ   

研修
けんしゅう

の受講
じゅこう

が確実
かくじつ

に行われる
おこな      

よう配点
はいてん

を加算
かさん

し、摘要欄
てきようらん

に清掃
せいそう

従事者
じゅうじしゃ

研修
けんしゅう

登録
とうろく

機関
きかん

からの受講
じゅこう

証明書
しょうめいしょ

の提出
ていしゅつ

を明記
めいき

。 

確実
かくじつ

な履行
りこう

の確保
かくほ

と、障
しょう

がいのある従業員
じゅうぎょういん

の方
ほう

が、初めて
はじ    

の作業
さぎょう

に従事
じゅうじ

する場合
ばあい

でも混乱
こんらん

すること

がないよう「業務
ぎょうむ

運営上
うんえいじょう

の作業
さぎょう

マニュアル
ま に ゅ あ る

等
など

の整備
せいび

」を明文化
めいぶんか

し、配点
はいてん

を加算
かさん

。 

障
しょう

がいのある従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

が安心
あんしん

して働ける
はたら    

よう転送
てんそう

電話
でんわ

を置く
お  

だけの道内
どうない

に営業
えいぎょう

拠点
きょてん

の実態
じったい

がな

い「名ばかり
な    

営業所
えいぎょうしょ

」を排除
はいじょ

するため、基
き

準内容
じゅんないよう

を修
しゅう

文
ぶん

。 


